
☆
輸
入
商
品
の
販
路
拡
大
を

六
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日

ま
で
、
サ
ン
ポ
ー
ホ
ー
ル
（
神

戸
市
葺
合
区
）
で
「
イ
ン
ポ
ー

ト
フ
ェ
ア
粥
」
（
輸
入
見
本
市
）

が
開
か
れ
た
（
兵
庫
県
・
神
戸

市
・
神
戸
商
工
会
議
所
他
共

催
）
。
こ
れ
は
、
兵
庫
県
下
の
四

十
余
り
の
貿
易
商
社
が
各
国
の

商
品
を
一
人
で
も
多
く
の
ひ
と

に
知
っ
て
も
ら
っ
て
、
輸
入
商

品
の
国
内
販
路
を
拡
大
し
よ
う

と
の
意
図
で
開
い
た
も
の
で
こ

れ
が
三
回
目
で
あ
る
。

展
示
さ
れ
た
商
品
は
、
中
国

・
中
近
東
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国

・
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
衣
料
雑
貨

品
、
民
芸
品
、
食
料
品
、
ア
ク

セ
サ
リ
ー
な
ど
の
他
、
イ
ギ
リ

ス
、
イ
ン
ド
、
パ
ラ
ナ
州
（
ブ

四宮時子さん（2 1 歳）
出光興産神戸支店

ｉ１年間のスタンド経験（ただし亭務です）のあ
；と~ 経理の仕事を始ぬて２年。趣味は手芸とか。
I 将来は平凡な結婚をという彼女だが、目下、琴の
i 練習に励んでおり、そのうち師範をとってお弟子
Ｉさんをたくさん持つのが夢とのこと。でも、１０年
Ｉはかかるんじゃないかなアと悪戯っぽく笑う可愛
i いいお嬢さんです。

〈兵庫県立神戸商業高等学校卒業＞ 吉原定次郎翁伝「油ひとすじ」

☆
神
戸
と
天
津
が
友
好
都
市
に

国
際
港
都
神
戸
市
と
中
国
の

首
都
北
京
の
海
の
玄
関
口
、
天

津
市
と
の
友
好
都
市
提
携
式
が

六
月
二
十
四
日
同
市
人
民
礼
堂

で
行
わ
れ
た
。

人
民
礼
堂
に
は
少
年
先
ぽ
う

隊
員
、
人
民
公
社
、
工
場
な
ど

の
労
働
者
代
表
約
千
五
百
人
が

参
加
。
宮
崎
辰
雄
神
戸
市
長
、

解
学
恭
天
津
市
革
命
委
員
会
主

任
が
日
中
両
市
友
好
関
係
促
進

の
内
容
を
織
り
込
ん
だ
宣
言
文

を
読
み
上
げ
、
友
好
の
し
る
し

と
し
て
市
旗
を
交
換
し
た
。

去
年
秋
国
交
回
復
以
来
、
日

中
間
の
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
て

い
る
が
都
市
レ
ベ
ル
で
の
具
体

的
友
好
関
係
を
樹
立
し
た
の
は

こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。

’
4０

蟻§蚤
経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

記念に市旗を交換

ラ
ジ
ル
）
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の

各
政
府
に
よ
る
特
別
出
品
も
あ

り
、
国
際
港
都
神
戸
な
ら
で
は

の
多
彩
左
内
容
で
あ
っ
た
。

☆
吉
原
定
次
郎
翁
伝

「
油
ひ
と
す
じ
」
刊
行

安
政
二
年
、
吉
原
治
助
が
大

阪
天
満
に
江
戸
積
み
油
問
屋

「
吉
原
商
店
」
を
ひ
ら
い
て
以

来
今
年
で
一
一
八
年
。
こ
の
間

苦
難
の
歴
史
を
刻
み
つ
づ
け
な

が
ら
日
本
屈
指
の
製
油
会
社
に

発
展
し
た
吉
原
製
油
の
生
み
の

親
と
も
い
う
べ
き
、
吉
原
定
次

郎
翁
の
生
涯
を
自
叙
伝
ふ
う
に

つ
づ
っ
た
「
油
ひ
と
す
じ
」
が

こ
の
ほ
ど
吉
原
製
油
神
戸
工
場

が
完
成
し
た
の
を
機
会
に
刊
行

さ
れ
た
。
明
治
八
年
、
兵
庫
県

有
馬
郡
に
生
ま
れ
、
安
政
年
間

に
江
戸
積
み
油
問
屋
の
吉
原
商

店
に
徒
弟
と
し
て
入
り
、
十
六

歳
で
店
を
主
宰
し
て
か
ら
の
定

次
郎
翁
の
波
乱
に
富
ん
だ
人
生

と
、
吉
原
製
油
会
社
の
発
展
の

歴
史
が
平
野
成
子
さ
ん
の
軽
い

露

タ
ッ
チ
の
筆
で
よ
く
描
か
れ
て

い
る
。巻

末
に
は
「
統
制
時
代
前
後

の
こ
と
な
ど
」
と
し
て
四
人
の

定
次
郎
翁
を
め
ぐ
る
座
談
会
が

あ
り
、
現
社
長
の
中
村
哲
氏
も

「
吉
原
定
次
郎
と
た
べ
も
の
と

私
」
と
い
う
小
文
を
寄
せ
て
お

り
、
吉
原
定
次
郎
翁
の
人
柄
と

吉
原
製
油
の
社
史
を
し
る
う
え

で
興
味
深
い
読
み
物
と
な
っ
て

い
る
。本

文
二
七
六
ペ
ー
ジ
。
グ
ラ

ビ
ア
写
真
五
二
ペ
ー
ジ
。

多彩な輸入商品の展示風景フリ
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4１

き ものと細貨

おんげら歴
神戸

西店/ 三宮センター街・電話３３１－８８３６( 代）
東店/ 三宮センター街・電話３３１－０６２９
三宮店/ さんちかタウン・電話３９１－４３０３

東京

銀座コア店／４階殖物コア・電話5 7 3 - 5 2 9 8 （代）
渋谷東急店／５階和装名家街・電話4 6 2 - 3 4 0 9 （直）
日本橋東急店／４階和装名家街・電后2 1 1 - 0 5 1 1 （代）

（内線294）
池袋パルコ店／４階蓋物小路・踊薩9 8 7 - 0 5 6 1 （直）

真 心を贈り届けて

５０年

ロベ．-ず,ソ 巽ﾐ ﾆ 子

Z〕焔
ヱー′ ､ イごｓ

このマークの店でお買求め下さい

本店三宮生田神社前T E L ( 3 3 1 ) ' 6 9 4
三宮店三宮大丸前市電筋T E L ( 3 3 1 ) 2 1 0 ’
さんちか店三宮地下街ｽｳｲﾃﾂﾀｳﾝ内TEL(391)3539
貿易ｾﾝﾀｰピﾙ店三宮貿易ｾﾝﾀｰビﾙ地下|階TEL(251)Oi39
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男の格調を装う: 形

舘趣β癖胃輔骨型

Ｏ‐ＳＨＩＢＡＴＡ

③柴田音吉洋服店
神戸・元町４丁目南神戸3 4 1 - 0 6 9 3
大阪・高麗橋２丁目大阪2 3 1 - 2 1 0 6

＊贈物には……

各種洋菓子を／

綴 北‘欧の銘菓

ユーノ心覗『必込コンフェグト
本社･ 工喝･ 騰内店/ 神戸極合区蟹内訂l の3 5 ( 市立美折館更規）ＴＥＬ２２Ｉ‐1 1 5 4
三宮センター脅本A』i /神戸市三富センター街(斧嘉子･嘆茶・レストラン）ＴＥＩ・詞1- 2卿
さんちか店/ 衿戸市三宮地下スイーツタウンＴＥＬ調1 - 3 5 5 8

4２
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メ
ー
ト
ル
、

気
膜
構
造
物

で
、
で
き
上

は
も
と
も
と

が
な
い
と
い

、
重
量
を
支

い
。
た
だ
し

気
の
状
態
を

ほ
ん
の
少
し

装
置
と
設
備

空気膜構造の種類 構
造
物
の
主
体
と
な
る
空

ま
わ
り
の
空
気
よ
り
も
、

圧
力
を
高
め
に
し
て
や
る

え
る
基
礎
工
事
は
い
ら
な
い
。

－
と
し
て
、
直
径
二
十
五

長
さ
九
十
メ
ー
ト
ル
の
空

が
内
圧
○
、
○
○
二
気
圧

っ
て
い
る
。
こ
の
桃
造
物

空
気
が
主
体
な
の
で
重
さ

っ
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て

Ｔ
社
の
技
術
で
飛
行
船
組
立
用
ハ
ン
ガ

諸
岡
博
熊

〈
阪
神
外
貿
埠
頭
公
団
工
務
部
長
〉

特
殊
処
理
し
た
ナ
イ
ロ

ろ
し
き
を
ひ
ろ
げ
、
ま
わ

固
定
し
た
う
え
送
風
機
で

て
や
る
と
、
こ
の
大
ぶ
ろ

ま
ち
超
軽
量
の
イ
ン
ス
タ

と
な
る
。

空
気
膜
構
造

☆
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
⑮

神
戸
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
は
、

、
、 ､

( 図１）一重空気膜構造

田

( 万博アメリカ館で使用されたものと同じ） ン
布
の
大
ぶ

り
を
地
面
に

空
気
を
入
れ

し
き
は
た
ち

ン
ト
建
造
物

( 図２）二重空気膜構造（マット状）

（図３）二重空気膜構造（ビーム状）
( 万博富士パビリオンで使用されたものと同じ）

メ
リ
カ
館
や
富
士
パ
ビ
リ
オ
ン
な
ど
の

他
に
多
数
応
用
さ
れ
て
い
た
の
で
、
ご

存
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

×
×
×

ク
ア
イ
ャ
ス
ト
ン
・
ゴ
ム
会
社
が
売

り
出
し
て
い
る
空
気
膜
構
造
物
で
「
フ

ァ
ブ
リ
ダ
ム
（
織
物
製
ダ
ム
）
Ｌ
と
い

う
商
品
が
あ
る
。

こ
の
ダ
ム
の
一
単
位
の
長
さ
は
一
五

○
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
六
メ
ー
ト
ル
、

長
い
枕
の
よ
う
な
空
気
袋
で
、
袋
の
底

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
に
固
定
さ
れ
て

い
る
。
袋
の
左
か
に
は
水
と
圧
縮
空
気

が
入
っ
て
い
て
、
水
と
空
気
の
割
合
を

加
減
し
て
ダ
ム
の
高
さ
を
調
節
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は

数
十
カ
所
設
置
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ

る
。ま

た
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
携
帯
し

て
使
用
場
所
で
ふ
く
ら
ま
せ
る
「
空
気

ポ
ー
ト
Ｌ
可
空
気
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
」

か
ら
「
空
気
飛
行
機
Ｌ
ま
で
で
き
て
い

る
。さ

ら
に
、
ふ
く
ら
ま
せ
た
大
ぷ
ろ
し

き
の
上
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ま
た
は
合

成
樹
脂
を
吹
き
つ
け
て
、
大
ぷ
ろ
し
き

を
縮
め
て
抜
き
取
る
と
、
イ
ン
ス
タ
ン

ト
の
家
屋
が
出
来
上
る
。

空
気
膜
構
造
に
は
、
一
重
方
式
と
二

重
方
式
が
あ
る
。
一
重
方
式
は
空
気
に

よ
っ
て
膜
体
が
空
中
に
支
持
さ
れ
る
風

船
状
構
造
（
図
の
⑩
）
。
二
重
方
式
は

空
気
マ
ッ
ト
・
ビ
ー
ム
状
構
造
で
、
図

の
②
③
が
そ
れ
で
あ
る
。

が
い
る
。
装
置
と
は
空
気
を
入
れ
る
膜

面
と
な
る
大
ぶ
ろ
し
き
の
袋
で
あ
り
、

設
置
と
は
送
風
機
で
あ
る
。

×
×
×

空
気
膜
構
造
は
ア
メ
リ
カ
が
発
生
地

で
あ
り
、
技
術
的
に
も
進
歩
し
て
お
り

一
セ
ッ
ト
五
○
ド
ル
の
手
軽
な
イ
ン
ス

タ
ン
ト
気
泡
ハ
ウ
ス
さ
え
出
現
し
て
い

る
。主

と
し
て
、
倉
庫
や
レ
ジ
ャ
ー
用
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
般
の

サ
ー
カ
ス
テ
ン
ト
な
ら
設
営
に
ま
る
ま

る
一
日
も
か
か
る
が
、
空
気
膜
構
造
な

ら
わ
ず
か
二
十
八
分
で
で
き
上
る
。
イ

リ
ノ
イ
州
ダ
ン
デ
ィ
で
ア
イ
ス
シ
ョ
ー

用
に
バ
ー
デ
ア
社
が
高
さ
二
十
五
メ
ー

ト
ル
、
白
色
ナ
イ
ロ
ン
製
ド
ー
ム
を
つ

く
っ
た
。
建
設
費
は
五
○
万
ド
ル
で
ア

ル
ミ
製
ド
ー
ム
な
ら
最
低
一
○
○
万
ド

ル
以
上
か
か
る
と
い
わ
れ
、
こ
の
五
○

○
○
人
も
収
容
で
き
る
ド
ー
ム
が
た
っ

た
八
台
の
送
風
機
で
ふ
く
ら
ま
せ
ら
れ

て
い
る
と
き
い
て
驚
く
ほ
か
は
な
い
。

大
阪
で
開
か
れ
た
万
国
博
で
は
、
ア

１
４３

１
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阪急六甲の南、摂津八播宮、原斎公園もつくられている

☆かぶと虫の居るところ。かくれんぼや木登
りの出来るところ。夏の日の午後、恋人達が
二人だけの語らいをもてるところ。お年寄が
自然に集まってくるところ。あなたは、その
ような場所を御存じですか。今回は、昔から

●●●

伝えられてきた、そのようなみど1 , の空間に
ついて考えてみたいと思います。
☆鎮守の森や社寺の参道古は樹は神で
あり、神の宿るところでありました。その森
は、信仰の対象と同時に生活の中心でした。
親から子にと、森とそれを中心とするコミュ
ニティは大切に守り育てられて来ました。そ
の誰のものでもなかった空間がマンションや
駐車場などの私的な空間にどんどん変わって
いっています。
☆海岸の松海からの風をやわらげ、飛
砂を防ぐための先人の知恵です。白砂青松と
いわれ、１１本的景観の代表的なものの一つで
した。

●｡ ●

☆おやしきのみどり邸宅といわれるも
のは建築物の立派さだけでなく、その敷地の
広さと外周りの印象が大切であったようで
す。そのためには大きく育った木々が、道に
かぶさるように生えていたものです。阪神間
の住宅地の独特のフンイキをかもしだしてい
ます。

●●の

☆昔からあるみどりには、もっと直接的に生
産と結びついてあったものなどが、他にもい
ろいろあります。しかし都市の中からは、こ
のような緑は急速に失なわれていっておりま
す。単に私的な経済上の理1 1 1 や、機能上の一

●●●

面が失友われたからといって、そのみど1 , を
失ってよいものでしょうか。（畠山通之）

須磨海浜公園の松林

神
戸
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
⑰

〈
神
戸
の
み
ど
り
⑤
〉

街
の
み
ど
り
を
ふ
や
す
知
恵
ｌ
過
去

水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
・
Ｕ
Ｒ

4４

阪急御影の東側、観音林のお屋敷
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！
蔦
鋼
享
！
…

ワ
ン
ル
ー
ム
の
す
す
め

〈
マ
ン
シ
ョ
ン
生
活
考
〉

神
戸
の
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
⑰

☆小さなアパート（６Ｍ×1 0 Ｍ）を間仕切っ
て更に小さくして使うつもりは全くありませ
んでした。結果として、浴室と便所だけがド
ア付きの砿で囲まれていますから、我が家に
は玄関のと併せて都合３枚のドアがあるだけ
です。脱衣室にもドアはありませんし小さな
台所はセミオウプンです。台所との共住いは
生活の質を低下させますから、なるべく小さ
く囲って目立たなくしてあります。あとは家
具がベッドを視線からかろうじて遮ぎるだけ
です。
☆おかげで、建物の中にある同じ大きさの２
，Ｋよりうんと広く使えます。ただそれ以後
忙しくて、充分な時間を家の設営に割けませ
んし、余分のお金もなかったので職人さんも
頼めません。ですから、内部の構成の主役で
ある木箱もみた自分の手造りです。この木箱
は侍同型同大で、積み重ねたり並べたりで、
本箱にも区切りにもテーブルの脚にもなって
います。気が変れば又並べ変えたりで、元々
ある床面積だけの自由度を永久に保つことで
しょう。今この木箱が3 0 個程ありますがまだ
足りません。あと3 0 個もあれば、必要な収納
と、必要な区切りが出来そうです。そうすれ
ば、テープルトップだけ注文して、もっとス
マートな配置にしようと思っていますが、い
つの事になりますやら。楽しみな事です。
☆最近に左って一つ問題が起りました。はじ
め予定に入っていなかった赤ちゃんがやって
来そうなのです。多分皆様からくだからワン
ルームは困るじゃない＞と言われそうです。
でも私達には知恵があります。皆様が< へえ
？＞と言いそう左面白い解決をする自信はあ
ります。あと一年位もして又それを報告した
い位です。（北島道生） 3 0 個の木箱を区切りに利用しています

鍵＃
鋳凶* ､．＝趣蕊撫

4５

帽子の横にセミオウブンの台所がみえます
驚
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七
月
十
四
日
、
午
後
六
時
か
ら
、
フ

ラ
ン
一
〈
総
領
事
館
の
主
催
で
、
相
楽
園

会
館
ホ
ー
ル
に
、
三
○
○
人
近
い
人
々

が
集
っ
て
パ
リ
祭
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ

た
。仏

国
総
領
躯
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ヤ
コ
ヴ

リ
エ
ヴ
ィ
ッ
チ
氏
の
ス
ピ
ー
チ
に
、
シ

ャ
ン
ペ
ン
が
ぬ
か
れ
て
パ
リ
ム
ー
ド
は

盛
り
あ
が
り
、
フ
ラ
ン
ス
国
歌
に
神
戸

日
仏
協
会
の
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
パ
リ

祭
を
祝
う
人
の
Ⅱ
仏
交
微
の
楽
し
い
夜

と
な
っ
た
。

●
神
戸
の
集
い
か
ら

●
船
キ
チ
仲
間
を
集
め
て
「
柳
原
良
平

船
の
画
集
」
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ

ユ
ニ
ー
ク
な
船
の
絵
で
有
名
な
柳
原

良
平
さ
ん
の
「
船
の
画
集
」
出
版
記
念

パ
ー
テ
ィ
が
、
六
月
二
十
九
ｎ
午
後
六

時
か
ら
、
ス
カ
イ
サ
ン
ト
リ
ー
で
開
か

れ
た
。
船
キ
チ
を
自
称
す
る
柳
原
さ
ん

の
パ
ー
テ
ィ
に
集
ま
っ
た
人
々
は
東
京

・
横
浜
・
名
古
屋
・
九
州
な
ど
か
ら
集

っ
た
船
が
好
き
な
人
ば
か
り
。
白
い
制

服
姿
の
船
員
さ
ん
の
姿
も
み
ら
れ
た
。

こ
の
日
の
柳
原
さ
ん
は
、
画
集
の
サ
イ

ン
攻
め
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
快

く
応
じ
ら
れ
、
船
キ
チ
仲
間
の
パ
ー
テ

ィ
は
楽
し
く
終
わ
っ
た
。

キャビンスタイルのスカイサントリーで中央・柳原さん

●
相
楽
園
で
パ
リ
祭

●
ア
ン
ド
ゥ
ト
ロ
ワ
の
パ
リ
市

生
田
神
社
西
門
伊
藤
ビ
ル
－
階
の
レ

ス
ト
ラ
ン
〃
ア
ン
ド
ゥ
ト
ロ
ワ
″
（
風

早
由
美
さ
ん
）
が
、
七
月
十
三
日
・
十

四
日
パ
リ
祭
に
ち
な
ん
で
、
パ
リ
市
を

開
い
た
。
呼
び
物
は
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
陶
器
や
民
芸
品
が
次

が
ら
次
へ
と
愉
快
な
セ
リ
に
の
せ
ら
れ

て
、
お
客
の
手
に
落
ち
た
。
ま
た
楽
し

い
の
は
三
唾
の
小
豚
に
名
前
を
つ
け

て
、
名
づ
け
親
に
は
賞
品
が
出
る
と
い

う
仕
組
み
パ
リ
で
は
学
生
た
ち
若
も
の

が
、
裏
町
に
集
ま
っ
て
ノ
ミ
の
市
を
ひ

ら
く
が
、
そ
ん
な
雰
囲
気
充
分
。
シ
ャ

ン
ソ
ン
は
堀
郁
子
さ
ん
が
、
唄
っ
て
、

パ
リ
ム
ー
ド
を
盛
り
あ
げ
た
。

下は‘週アンドウトロワ､ ，のパリ市風景

上は日仏交歓のパリ祭（相楽函会館）

１
４６

１
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4７

ＭＡＫＥＵＰＷＩＴＨＲＯＹＡＬ 拳
〈
半
紫
基
抑
叩
緋
徳

排
織
誹
み
よ
Ｉ
鞭

☆
緋
や
鞭
必
溌
溌
蕊

火
塾
蒋

白いカモメのように…ファッショングラ

スで自由なおしやれて』楽しく過す………

元町店・元町３丁目冠( 3 2 1 ）1 2 1 2 代表
三宮店・さんちかタウン窓( 3 9 1 ) 1 8 7 4 ～５

元１１１丁店は毎水雌日がお休みになりました
三宮店は第３水雌日が休みで’す

鵜
⑨素申戸眼鏡院
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こんにちは赤ちゃん

芦屋市大柵町／岡本武くん

完全看護☆冷暖房完ｲ 篇☆病院前駐車可能

蔓柿沼産婦人科

芦屋市大耕町｜番１８号
国道芦屋川電停東5 0 米( 明治生命南）
壷芦屋（0 7 9 7 ）３１－' 2 3 4 代表

幼児歯科･ 小児歯科

' １佐本歯科j’
初診日火曜日

金曜日
午前1 0 時
午後２時

●電話での御予約を承っております。
（土曜・木曜は休診）

そごう前センター街束角・さんちか入口
住友銀行三宮ピル６階

ＴＥＬ(０７８)３３１－６３０２～３
国鉄三宮駅

＝ ﾛ 1 L ＝
q _ 二

そごう三毛 「一一
当フ

センタ・・街

星電社
入園

星電社 勝ク

〒6 5 0 生田区加納町５丁目3 ９
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☆
筒
井
康
隆

☆
パ
ロ
デ
ィ
と
シ
リ
ア
ス
の
差

筒
井
「
日
本
沈
没
Ｌ
は
ね
、
専
門
家

の
間
で
も
そ
う
い
う
意
見
ら
し
い
け
ど

僕
が
読
ん
で
も
、
ア
レ
は
ど
う
考
え
て

も
日
本
が
沈
没
し
な
い
で
、
む
し
ろ
隆

起
し
ま
す
ね
。
だ
っ
て
大
洋
底
マ
ン
ト

ル
と
大
陸
底
マ
ン
ト
ル
が
ぶ
つ
か
る
わ

け
で
し
ょ
う
。
ぶ
つ
か
っ
て
そ
れ
が
出

て
き
た
ら
や
れ
…
・
・
・
。

小
松
イ
ヤ
裏
っ
側
へ
出
る
と
い
う
の

が
ミ
ソ
な
ん
で
す
。

筒
井
つ
ま
り
日
本
海
の
海
盆
、
ア
レ

を
へ
し
折
る
と
い
う
わ
け
で
す
か
。

小
松
背
骨
を
ね
。

筒
井
日
本
列
島
の
真
下
に
出
て
き
て

海
盆
を
へ
し
折
っ
て
中
国
大
陸
の
地
塊

の
上
に
乗
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
と
思

う
ん
だ
け
ど
。
（
笑
）

小
松
ア
レ
を
大
真
面
目
に
千
二
百
二

☆
小
松
左
京

☆
☆
☆
Ｓ
Ｆ
作
家
放
談

は
、
し
ょ
う
が
な
い
の
で
つ
い
に
こ
の

間
全
部
食
う
て
し
も
た
・
（
笑
）

い
ざ
と
な
っ
た
ら
死
ん
で
や
ら
あ
、

と
い
う
気
に
な
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
な

ら
最
初
か
ら
死
ん
だ
気
に
な
っ
て
お
れ

ば
い
い
の
に
。

筒
井
お
と
と
し
高
い
金
出
し
て
新
し

い
米
買
っ
て
も
、
今
と
ま
っ
た
ら
古
古

米
や
。
（
笑
）

小
松
古
古
米
を
お
こ
し
み
た
い
に
硬

く
固
め
て
高
速
道
路
作
っ
と
け
ば
れ
ェ

い
ざ
と
な
っ
た
ら
食
え
た
の
に
（
笑
）

筒
井
壁
に
塗
り
込
め
と
い
て
も
い
い

わ
け
で
す
ね
。
火
事
起
こ
っ
た
ら
焼
き

米
い
う
て
、
昔
は
よ
う
戦
災
に
そ
な
え

て
準
備
し
た
も
の
や
。

小
松
昔
の
寵
城
い
う
た
ら
壁
に
米
や

干
し
た
魚
塗
り
込
め
と
っ
た
。
粘
土
で

巻
い
と
け
ば
自
然
に
発
酵
し
て
。

ロ
シ
ア
人
は
飢
蝕
に
レ
ン
ガ
を
食
う

我
ら
如
何
に
生
き
延
び
る
？

’
4９

危
機
怪
怪

食
う
ぞ
″
ア
ブ
ラ
虫
、
足
を
取
っ
た
ら
柿
の
タ
ネ

☆
飢
謹
に
な
っ
て
ナ
ニ
を
食
う
か
？

筒
井
今
僕
は
一
生
懸
命
缶
詰
の
買
い

だ
め
を
し
と
る
ん
や
け
ど
ね
。
と
こ
ろ

が
ね
、
日
曜
日
に
な
る
と
夜
中
に
晩
酌

す
る
時
に
開
け
て
し
ま
う
か
ら
な
ん
に

も
な
ら
ん
の
や
。

小
松
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
、
結
局
ね
、
我
々

は
冗
談
で
言
つ
と
る
ん
や
か
ら
本
気
や

な
い
の
に
ね
、
野
坂
昭
如
な
ん
か
は
本

気
に
し
た
わ
け
ね
。
彼
は
二
、
三
年
前

に
買
っ
た
よ
、
米
を
。
で
、
虫
は
つ
く

十
枚
で
書
く
と
あ
れ
だ
け
売
れ
て
「
日

本
漂
流
Ｌ
で
書
く
と
ち
っ
と
も
売
れ
な

い
。
日
本
は
ま
じ
め
国
だ
ナ
。
（
笑
）

筒
井
た
と
え
内
容
的
に
同
じ
で
も
ね

二
十
枚
三
十
枚
な
ら
パ
ロ
デ
ィ
な
ん
で

ね
、
千
二
百
枚
な
ら
シ
リ
ア
ス
な
も
の

に
な
る
、
お
か
し
な
も
の
で
す
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ヤ
シ
が
ま
ん
や
コ
ン
ク
リ

た
と
い
う
話
、
ア
レ
す
ご
い
ね
。

筒
井
ア
レ
に
黄
い
ろ
い
色
塗
っ
て
ね

本
棚
に
置
い
と
っ
た
ら
し
い
。
お
客
さ

白
け
の
太
い

粘
土
の
方
が
い
い
。

星
さ
ん
が
バ
リ
ウ
ム
飲
ん
だ
時
、

小
松
砂
や
っ
た
ら
、
し
か
し
、
ウ
ン

コ
が
ザ
ラ
つ
い
て
血
が
出
る
よ
。
そ
ら

－
ト
の
塊
の
ご
と
く
ド
ス
ン
と
出
て
き

筒
井
阪
妻
の
「
牢
獄
の
花
嫁
Ｌ

砂
食
い
よ
っ
た
け
ど
ね
。

と
い
う
話
が
あ
る
。
原

田
清
輝
が
感
激
し
て
書

い
と
っ
た
が
、
だ
い
た

い
レ
ン
ガ
、
粘
土
と
い

う
の
は
有
機
物
が
よ
く

溜
ま
る
ん
で
す
よ
、
有

機
物
を
定
着
さ
せ
る
時

に
使
う
く
ら
い
だ
か

ら
。中

国
の
奥
地
、
四
川

省
の
辺
り
で
は
粘
土
の

団
子
を
売
っ
て
る
わ
け

よ
。
有
機
物
が
よ
く
溜

ま
っ
て
い
て
腸
が
よ
』
う

な
る
い
う
て
。
そ
れ
に
ロ
ー

食
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
ア
レ
ほ

土
よ
・
い
ざ
と
な
っ
た
ら
粘

ら
エ
エ
・

筒
井
そ
う
や
ね
、
パ
ー
ル

の
「
大
地
」
に
も
粘
土
を
食

る
し
ね
。
ア
レ
は
赤
土
や
つ

小
松
そ
う
赤
土
。
だ
か
ら

ん
と
栄
養
分
が
あ
る
ん
や
で
。

真

、
バ
ツ
〃
／

う
話
が
あ

た
か
を
。

ア
レ
は
う

カ
ロ
リ
ー

と
ん
ど
粘

土
食
う
た

で
は

’
5０

す
つ
も
り
な
ど
な
い
の
に
…
…
」

ね
」
（
笑
）
本
物

や
の
に
。
延
び
て
ね
、
ま
た
新
し
い
子
供
作
っ
た

方
が
人
類
の
未
来
の
た
め
に
も
・
・
・
…
。

☆
Ｓ
Ｆ
作
家
が
一
番
に
血
祭
り
筒
井
ま
あ
孫
は
ど
う
で
も
よ
ろ
し
い

し
か
し
子
供
に
は
寿
命
を
全
う
さ
せ
て

小
松
飢
鐘
に
表
れ
ば
我
が
身
を
食
わ
や
り
た
い
と
い
う
気
に
な
る
ね
。
孫
の

し
て
子
供
を
生
か
す
か
、
子
供
を
食
う
顔
は
ま
だ
見
て
い
な
い
か
ら
、
ど
う
し

て
我
が
身
が
生
き
る
か
と
い
う
、
そ
の
て
も
…
…
。

選
択
が
難
し
い
。
ど
っ
ち
に
す
る
？
小
松
じ
き
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

ア
ン
タ
は
子
供
が
一
人
や
か
ら
い
い
け
っ
て
。
ハ
ハ
ハ
ハ
・

ど
ウ
チ
は
二
人
で
、
そ
の
二
人
が
も
の
筒
井
成
長
が
早
い
か
ら
。
（
笑
）
十
才

す
ご
い
太
っ
て
る
ん
や
。
（
笑
）
く
ら
い
で
あ
わ
て
て
子
供
生
ん
だ
り
し

筒
井
こ
っ
ち
が
死
ぬ
方
が
食
べ
で
が
て
、
先
が
短
い
か
ら
い
う
ん
で
。

あ
る
わ
ね
、
向
こ
う
に
し
て
み
た
ら
。
小
松
関
西
の
Ｓ
Ｆ
作
家
い
う
の
は
ワ

小
松
し
か
し
ま
だ
子
供
を
作
る
能
力
ア
ワ
ア
言
い
な
が
ら
、
そ
れ
で
い
て
全

な
い
や
ろ
。
我
々
が
子
供
食
う
て
生
き
然
本
気
で
な
い
い
う
の
は
ケ
シ
カ
ラ

益tＲ
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い
ぜ
い
十
万
ま

で
。
で
、
そ
の
人

た
ち
は
お
も
し
ろ

い
作
り
話
や
い
う

て
楽
し
ん
で
読
む

こ
と
を
知
っ
て
い

る
わ
け
や
。
と
こ

ろ
が
そ
れ
以
上
百

万
に
な
る
と
、
い

ち
ば
ん
多
い
の
は

可
本
当
に
沈
む
の

で
す
か
。
い
つ
沈

み
ま
す
か
」
（
笑
）

い
つ
だ
っ
た
か
オ
ッ
サ

が
か
か
っ
て
き
て
ね
、
夜

つ
か
ま
え
た
ち
ゅ
う
わ
け

大
変
丁
寧
な
言
葉
で
「
あ

ン
。
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ

た
ら
Ｓ
Ｆ
作
家
が
一
番
に
血
祭
り
や

ね
。驚

か
す
よ
う
な
ウ
ソ
ば
っ
か
り
書
い

て
ね
、
自
分
で
は
ち
っ
と
も
信
じ
て
い

な
い
。
（
笑
）

筒
井
つ
ま
り
こ
っ
ち
は
冗
談
の
つ
も

り
で
書
い
て
い
て
も
、
真
面
目
な
人
は

そ
れ
を
信
じ
て
し
ま
う
わ
け
や
ね
。

こ
っ
ち
は
「
こ
れ
は
嘘
で
す
よ
Ｌ
言

う
て
か
ら
「
オ
オ
カ
ミ
ー
ッ
Ｌ
と
叫
ん

で
い
る
つ
も
り
が
向
こ
う
は
そ
う
は
思

っ
て
い
な
い
。

小
松
そ
う
そ
う
。
「
ウ
ソ
で
つ
せ
Ｌ

は
聞
こ
え
て
へ
ん
。

Ｓ
Ｆ
の
読
者
い
う
と
今
ま
で
七
、
八

万
が
い
い
と
こ
や
つ
た
で
し
ょ
う
、
せ

読
ん
で
非
常
に
お
も
し
ろ
か
っ
て
恐
か
た
わ
け
で
す
よ
。
だ
っ
て
あ
ん
な
も
の

っ
た
。
実
は
相
模
湾
の
茅
ガ
崎
の
方
に
を
書
い
た
っ
て
ど
う
せ
荒
唐
無
稽
、
チ

土
地
を
持
っ
て
い
る
。
売
っ
た
方
が
い
イ
パ
ッ
パ
と
言
わ
れ
る
に
決
ま
っ
て
い

い
と
思
う
か
？
Ｌ
（
笑
）
る
も
ん
な
ん
で
ね
。

筒
井
私
に
売
っ
て
く
れ
、
と
は
言
わ
筒
井
小
松
さ
ん
は
僕
に
、
オ
マ
エ
は

な
か
っ
た
の
か
。
（
笑
）
無
責
任
で
害
毒
流
し
と
る
言
う
け
ど
、

小
松
困
っ
て
エ
ン
エ
ン
三
十
分
話
し
こ
う
な
っ
た
ら
ど
っ
ち
が
害
毒
流
し
と

て
い
る
う
ち
に
よ
う
や
く
わ
か
っ
た
ら
る
か
わ
か
ら
ん
、
本
当
ら
し
い
方
が
よ

し
い
。
す
る
と
ね
、
ナ
ン
ダ
、
ウ
ソ
け
い
害
毒
流
し
て
い
る
の
か
も
わ
か
り

ヵ
Ｌ
ま
せ
ん
よ
・
（
笑
）

筒
井
日
本
人
は
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
卜
小
松
霊
感
が
あ
り
ま
す
、
と
か
い
う

の
訓
練
が
で
き
て
な
い
で
し
ょ
う
。
あ
人
が
来
る
わ
け
よ
。
「
わ
た
し
の
霊
感

れ
だ
け
長
く
書
い
て
あ
る
ん
や
か
ら
、
ど
お
り
で
す
」
だ
ん
だ
ん
コ
ッ
チ
が
恐

こ
れ
は
本
当
に
違
い
た
い
、
そ
う
思
う
く
な
っ
て
き
て
ね
。
ぼ
ん
ま
に
沈
ん
だ

わ
け
で
す
よ
、
単
純

に
。小

松
こ
っ
ち
は
ウ
小
松
「
ウ
ソ
の
話
を
い
か
に
し
て
本
当
に
思
い
こ
ま
せ
る
か
と
」

１
５
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☆
ゴ
キ
ブ
リ
保
護
に
取
り
組
む
（
？
）

筒
井
し
か
し
口
本
か
ら
全
部
逃
げ
出

す
と
い
う
な
ら
話
は
わ
か
る
け
ど
、
寄

っ
て
く
る
と
か
異
常
発
生
す
る
と
か
い

う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
し
ら
。

小
松
サ
ン
マ
と
か
イ
ワ
シ
と
か
寒
い

と
こ
ろ
の
魚
が
来
て
い
る
ん
で
す
っ

て
。
今
に
ま
あ
、
白
熊
が
来
る
、
ト
ド
が

来
る
、
オ
ッ
ト
セ
イ
が
来
る
．
．
…
。
（
笑
）

筒
井
九
州
か
ら
は
ネ
ズ
ミ
の
大
軍
が

上
陸
し
て
き
て
…
・
…
・
・
。

小
松
エ
ッ
、
来
て
る
？

筒
井
イ
ャ
イ
ヤ
そ
れ
は
ウ
ソ
で
す
。

ネ
ズ
ミ
は
む
し
ろ
逃
げ
る
方
や
な
い
か

と
思
う
ん
や
け
ど
。

小
松
今
年
は
や
っ
ぱ
り
異
常
な
ん
や

て
ね
。
六
月
中
に
南
方
海
洋
上
に
台
風

が
一
件
も
発
生
し
な
か
っ
た
。
今
ま
で

の
記
録
で
は
六
月
二
十
日
と
い
う
の
が

い
ち
ば
ん
遅
い
も
の
や
っ
た
。
つ
ま
り

南
方
が
冷
た
く
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。

我
々
が
考
え
る
こ
と
い
う
と
ク
ー
ラ

ー
屋
が
倒
産
す
る
と
か
、
そ
ん
な
こ
と

し
か
考
え
へ
ん
で
し
よ
。

筒
井
し
か
し
ゴ
キ
ブ
リ
が
日
本
か
ら

逃
げ
出
し
始
め
た
ら
恐
い
ね
。
列
を
な

し
て
行
く
の
を
イ
カ
ン
ト
イ
テ
ク
レ
ー

（
笑
）
泣
い
て
と
め
た
り
し
て
。

小
松
ゴ
キ
ブ
リ
と
蚊
と
ハ
エ
と
、
み

ん
な
逃
げ
た
ら
恐
い
ね
。

筒
井
東
京
の
ゴ
キ
ブ
リ
が
ね
、
も
の

す
ご
い
弱
く
な
っ
て
い
る
の
、
知
っ
て

ま
す
？
簡
単
に
殺
せ
る
ん
で
す
。

小
松
ホ
イ
ホ
イ
と
殺
せ
る
わ
け
？

筒
井
ホ
イ
ホ
イ
は
売
り
切
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
ら
し
い
け
ど
…
…
。
ホ
イ
ホ

イ
使
い
ま
し
た
か
。

小
松
イ
ヤ
、
由
美
か
お
る
を
つ
け
て

売
っ
て
く
れ
る
ん
や
っ
た
ら
い
い
け

ど
、
ホ
イ
ホ
イ
だ
け
し
か
売
っ
て
へ
ん

や
ろ
。

筒
井
し
か
し
ア
レ
は
全
然
つ
か
ま
ら

ん
わ
、
ウ
チ
で
や
っ
た
ら
ム
カ
デ
が
か

か
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
け
ど
ね
。

（
笑
）

小
松
ゴ
キ
ブ
リ
、
ア
レ
は
飛
ぶ
ん
や

ね
。
一
人
じ
ゃ
恐
い
の
で
、
猫
と
い
っ

し
ょ
に
部
屋
の
隅
に
追
い
つ
め
た
時
、

飛
び
や
が
ん
の
。
（
笑
）

な
ん
と
な
く
感
じ
が
似
て
い
る
か
ら

ア
レ
と
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
を
交
配
し
て
、
ゴ

キ
ブ
リ
を
鳴
く
よ
う
に
し
た
ら
や
か
ま

し
い
や
ろ
な
ァ
。
縁
の
下
で
ミ
ー
ン
ミ

ー
ン
と
鳴
き
…
…
。

筒
井
夜
、
台
所
で
鳴
か
れ
た
ら
寝
ら

れ
な
い
よ
。

小
松
ア
プ
ラ
虫
と
い
う
の
は
食
え
ん

も
の
か
し
ら
。
昔
ア
プ
ラ
虫
と
ア
ブ
ラ

ゼ
ミ
を
機
械
油
で
揚
げ
て
猫
に
食
わ
し

た
こ
と
あ
る
ん
や
ね
。
食
跨
っ
た
よ
、
あ

の
頃
終
戦
直
後
の
こ
と
で
猫
も
飢
え
て

い
た
か
ら
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
は
、

猫
が
ク
ル
ク
ル
回
っ
て
歩
い
た
ね
。

（
笑
）
ま
さ
か
。

ゴ
キ
ブ
リ
を
食
う
た
ら
ど
う
や
る
羽

と
足
は
全
部
む
し
っ
て
ね
。
タ
ン
パ
ク

源
を
ん
や
か
ら
。
日
本
は
ゴ
キ
ブ
リ
の

代
用
食
を
や
ら
に
や
あ
い
か
ん
。
（
笑
）

そ
や
け
ど
あ
れ
は
Ｐ
Ｃ
Ｂ
あ
る
や
ろ

か
。筒

井
そ
り
や
あ
人
間
の
食
う
て
る
も

の
を
食
う
と
る
わ
け
や
か
ら
、
あ
る
で

し
ょ
う
ね
。
東
京
の
ゴ
キ
ブ
リ
が
弱
っ

て
い
る
い
う
の
も
そ
の
せ
い
や
な
い
か

と
思
う
ん
や
け
れ
ど
。

小
松
可
哀
そ
う
や
、
胸
が
痛
む
ナ
、

東
京
の
ゴ
キ
ブ
リ
の
こ
と
を
思
う
と
。

筒
井
東
京
の
人
間
は
ド
ア
ッ
カ
マ
シ

イ
、
そ
れ
で
も
ま
だ
生
き
と
る
ん
や
か

ら
ね
。
（
笑
）

小
松
ゴ
キ
ブ
リ
を
空
気
の
い
い
関
西

へ
連
れ
て
き
て
保
護
せ
な
い
か
ん
ね
。

筒
井
保
誰
す
る
と
か
え
っ
て
絶
滅
す

る
ね
。
い
じ
め
る
と
い
く
ら
で
も
繁
殖

す
る
。
ネ
ズ
ミ
が
そ
う
で
し
ょ
う
。

小
松
Ｓ
Ｆ
作
家
が
そ
う
や
。
ア
ッ
チ

コ
ッ
チ
か
ら
い
じ
め
ら
れ
て
。
（
笑
）

ゴ
キ
ブ
リ
も
弱
っ
て
い
る
の
か
。

筒
井
ウ
チ
の
女
房
み
た
い
な
の
ろ
ま

な
の
が
三
匹
殺
し
た
。
僕
の
見
て
い
る

前
で
、
バ
ー
の
恐
が
り
の
マ
マ
が
壁
に

く
っ
つ
い
て
い
る
ヤ
シ
を
簡
単
に
殺
し

１
５２

１

ら
ど
な
い
し
よ
う
思
っ
て
。
（
笑
）

筒
井
流
言
輩
語
で
「
×
月
×
日
×
時

関
東
大
震
災
が
起
こ
る
」
と
い
う
デ
マ

飛
ば
し
て
、
人
か
ら
人
へ
伝
わ
っ
て
自

分
の
と
こ
ろ
へ
戻
っ
て
く
る
。
す
る
と

自
分
が
言
う
た
と
い
う
こ
と
忘
れ
て
し

も
て
、
そ
り
ゃ
エ
ラ
イ
こ
と
や
い
う
て

あ
わ
て
て
み
た
り
ね
。
（
笑
）神戸
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濃
縮
す
る
い
う
け
ど
、
濃
縮
し
て
よ
く

な
ん
と
も
な
い
ね
。

マ
グ
ロ
は
ね
、
人
間
が
今
の
よ
う
に

水
銀
を
使
う
前
か
ら
何
万
年
と
身
体
の

両
で
、
体
温
計
の
代
わ

筒
井
こ
の
間
サ
ト
ウ
サ
ン
ペ
イ
の
漫

体
温
計
い
ら
ん
と
思
う
ん
や
け
ど
ど
う

小
松
身
体
に
水
銀
が
溜
ま
っ
た
ら
、

小
松
そ
う
や
ね
。
聞
く
と
ハ
ゲ
頭
の

人
は
汗
で
出
て
し
ま
う
ん
や
て
ね
。

筒
井
田
中
小
実
昌
さ
ん
な
ん
か
は
や

っ
ぱ
り
陰
毛
に
溜
ま
っ
て
い
る
ん
か
し

ら
。
そ
う
い
え
ば
あ
の
人
は
頭
に
も

汗
を
か
き
ま
す
ね
。
あ
の
人
の
ハ
ゲ
頭

に
キ
ス
し
た
こ
と
が
あ
る
け
ど
・
・
…
・
・

小
松
あ
っ
、
ア
ン
タ
は
そ
れ
で
だ
い

ぶ
ん
水
銀
吸
い
込
ん
だ
よ
。
（
笑
）

筒
井
ジ
ュ
ル
ジ
ェ
ル
い
っ
た
よ
（
笑
）

や
□ 筒

井
舌
は
そ
う
な

ど
、
別
の
面
で
自
然

う
ま
く
進
ん
で
い
る

か
。た

と
え
ば
長
髪
族

の
も
、
髪
の
毛
に
水

☆
水
銀
の
味
、
マ
グ

う
こ
と
が
わ
か
る
前
で
し
ょ
う
。

た
。小

松
人
間
も
品
種

か
ハ
エ
と
か
が
飛
ん

口
を
開
け
、
舌
が
飛

て
食
う
よ
う
に
な
る

決
す
る
し
、
害
虫
は

挙
両
得
や
な
ア
。
今

ん
で
そ
う
い
う
こ
と

ね
。

が
流
行
り
出
し
た

銀
が
溜
ま
る
と
い

り
は
し
な
い
け
れ

淘
汰
と
い
う
の
は

の
と
ち
が
い
ま
す

改
良
し
て
、
蚊
と

で
い
る
と
パ
ッ
と

び
出
て
つ
か
ま
え

と
食
糧
問
題
は
解

い
な
く
な
る
し
一

の
生
物
学
者
は
な

を
考
え
へ
ん
の
か

口
は
美
味
な
り

り
に
魚
を
服
に

は
さ
ん
で
は
か
っ
て
い
る
の
が
あ
っ
た

け
れ
ど
、
あ
れ
は
小
松
さ
ん
が
言
っ
て

い
た
中
学
生
の
コ
ン
ト
の
方
が
先
な
ん

や
ね
。

小
松
水
銀
中
毒
の
患
者
が
来
て
ね
、

看
護
婦
が
可
先
生
、
体
温
計
ら
な
く
て

よ
ろ
し
い
か
Ｌ
可
イ
ヤ
、
ア
レ
は
エ
エ

ね
ん
、
ア
イ
ッ
の
身
体
の
色
が
水
銀
色

に
変
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
見
れ
ば

い
い
」
と
い
う
も
の
す
ご
い
ヒ
ド
イ
話

そ
や
け
ど
サ
ト
ウ
サ
ン
ペ
イ
よ
り
三
年

早
い
よ
。

筒
井
三
年
前
で
す
か
、
そ
れ
は
エ
ラ

イ
な
。

小
松
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
身
体
の
中
で
分
解
す

る
薬
が
あ
る
ね
ん
。
そ
れ
が
テ
ン
カ
ン

の
薬
や
て
。
飲
む
と
二
通
り
の
ア
レ
ル

ギ
ー
が
出
る
。
赤
い
ブ
ッ
ブ
ッ
が
で
き

る
の
と
、
身
体
が
フ
ラ
フ
ラ
す
る
の
と
。

も
う
ひ
と
つ
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
分
解
し
て

腸
内
へ
排
出
す
る
薬
が
あ
る
、
こ
れ
は

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
薬
。

僕
は
こ
う
い
う
こ
と
は
、
ま
だ
人
間

の
科
学
の
至
ら
ぬ
と
こ
ろ
や
と
思
う

ね
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
身
体
の
中
へ
入
れ
た
ら

元
気
も
り
も
り
、
性
ホ
ル
モ
ン
、
長
寿

ホ
ル
モ
ン
、
と
に
か
く
Ｐ
Ｃ
Ｂ
さ
え
食

う
と
っ
た
ら
飢
え
て
死
ぬ
こ
と
は
な
い

と
い
う
く
ら
い
の
薬
が
出
な
い
と
い
か

ん
ね
。
（
笑
）

で
も
今
に
出
る
ん
と
違
う
か
な
。
Ｐ

Ｃ
Ｂ
を
食
う
細
菌
も
見
つ
か
っ
た
も
の

ね
。
大
腸
菌
の
一
種
で
、
も
の
す
ご
い

繁
殖
す
る
。

違
う
や

筒
井

す
わ
。

小
松

し
て
、

し
い
感

や
け
ど

小
松

水
銀
が
ウ
マ
イ
ん
ち
や
う
か
と
思
う
ん

と
な
く
水
銀
の
味
が
す
る
よ

や
ろ
。

筒
井
脂
肪
の
多
い
マ
グ
ロ
、
つ
ま
り

ト
ロ
が
ウ
マ
イ
と
い
う
の
は
、
あ
れ
は

銀
に
変
え
て
る
わ
け
、

中
に
水
銀
を
取
り
入
れ
て
は
メ
チ
ル
水

ア
レ
が
た
ん
と
も
い
え
ず
お
い

じ
。
（
笑
）

ﾉj’よ
松う

０

な
い
ん
だ
。
ア
レ
は
高
等
動
物
で
し
ょ

う
。
あ
あ
い
う
の
が
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
ウ
ン
と

わ
れ
。

ら
こ
ん

る
し
か

体
内
で
繁
殖
さ
せ
た
ら
い
い
わ
け
で
し

筒
井

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も
と
な
ん
や
。

エ
チ
ル
水
銀
や
っ
た
ら
大
丈
夫
な
ん
と

て
繁
殖
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
問
題
で
す

ロ
の
水
俣
病
な
ん
て
聞
い
た

メ
チ
ル
水
銀
が
イ
カ
ン
の

ア
ナ
ゴ
な
ん
て
不
思
議
で
し
よ
、

ろ
か
。

イ
ヤ
、
目
が
つ
ぶ
れ
る
だ
け
で

（
笑
）

以
前
ビ
キ
ニ
島
の
放
射
能
マ
グ

１
５３

１

。
（
笑
）

こ
の
頃
ト
ロ
食
う
た
ら
、
な
ん

そ
れ
は
マ
グ
ロ

（
笑
）
ど
う
せ
長
く
な
い
の
な

な
バ
カ
な
話
考
え
て
長
生
き
す

な
い
ナ
。

そ
や
け
ど
人
間
が
Ｐ
Ｃ
Ｂ
食
う

ア
そ
う
で
す
か
。
そ
れ
食
う
てマ

グ

う
な
気
が

や
っ
た
ら

こ
と
軽
蔵
い

フ
が
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続
け
て
い
て
ネ
、
じ
つ
は
あ
の
時
の
仇

討
ち
を
し
た
と
い
う
ん
で
。
（
笑
）

小
松
核
兵
器
よ
り
公
害
兵
器
や
な
。

筒
井
潜
在
意
識
的
に
そ
う
い
う
気
も

ち
が
あ
る
ん
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
神

風
精
神
、
特
攻
隊
精
神
で
ね
、
我
々
は

死
ん
で
も
よ
い
、
世
界
さ
え
滅
び
れ
ば
。

小
松
Ｓ
Ｆ
作
家
が
科
学
技
術
庁
長
官

に
な
っ
た
ら
、
こ
の
世
は
オ
シ
マ
イ
だ

な
。筒

井
だ
け
ど
今
の
科
学
技
術
庁
長
官

は
正
気
で
し
ょ
う
。
正
気
な
人
が
長
官

や
っ
て
て
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
く
る

ん
や
か
ら
ね
、
世
の
中
が
。

小
松
こ
れ
以
上
悪
く
は
な
ら
ん
よ
、

Ｓ
Ｆ
作
家
が
や
っ
て
も
。

筒
井
今
こ
そ
ね
、
日
本
を
救
う
た
め

に
Ｓ
Ｆ
作
家
で
内
閣
を
作
っ
て
ね
。

そ
う
い
う
Ｓ
Ｆ
が
あ
る
わ
け
よ
。
い

っ
た
ん
世
界
が
絶
滅
し
た
あ
と
、
Ｓ
Ｆ

フ
ァ
ン
の
子
ど
も
ば
か
り
が
残
る
わ

け
。
そ
う
い
う
の
が
連
絡
取
り
合
っ
て

世
界
を
建
て
直
し
て
い
く
と
い
う
…
…

小
松
ア
レ
で
人
類
が
存
続
す
る
と
は

ど
う
し
て
も
思
え
ん
け
ど
な
ァ
。

筒
井
そ
れ
は
ま
と
も
な
考
え
で
い
く

か
ら
イ
カ
ン
わ
け
で
、
常
識
持
つ
と
っ

た
ら
ア
カ
ン
よ
・
常
識
は
ず
れ
な
こ
と

せ
た
世
の
中
は
進
ま
ん
よ
。

小
松
世
の
中
の
何
が
進
ま
ん
の
か

な
。
破
滅
が
進
ま
ん
と
い
う
の
か
も
し

れ
ん
な
、
ハ
ハ
ハ
ハ
…
…
。

筒
井
破
滅
と
い
う
の
は
な
る
べ
く
早

い
と
こ
や
っ
て
し
ま
っ
た
方
が
い
い
ん

小
松
い
ろ
い
ろ
考
え
て
み
た
ら
日
本

が
世
界
の
公
害
の
元
凶
。
日
本
は
核
兵

器
を
や
め
て
公
害
で
世
界
を
滅
ぼ
す

か
。
ほ
か
の
国
で
エ
ラ
そ
う
な
こ
と
を

言
っ
て
い
て
も
Ｈ
本
人
が
行
く
ゾ
、
と

い
う
と
ド
ー
カ
、
カ
ン
ペ
ン
し
て
下
さ

い
、
な
ん
で
も
さ
し
上
げ
ま
す
、
と
い

う
風
に
は
な
ら
ん
か
な
。
（
笑
）

筒
井
ほ
か
の
国
が
公
害
で
全
部
死
ん

で
し
ま
う
。
日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦

の
前
か
ら
の
恨
み
を
エ
ン
エ
ン
と
持
ち

ロ
の
時
、
僕
は
ウ
ソ
み
た
い
な
値
段
で

半
年
く
ら
い
山
ほ
ど
食
い
続
け
た
こ
と

が
あ
る
ネ
。

筒
井
そ
れ
が
ま
た
商
社
が
悪
い
ね
。

マ
グ
ロ
よ
う
け
渡
れ
て
い
る
く
せ
に
、

マ
グ
ロ
の
値
が
下
が
っ
た
ら
イ
カ
ン
か

ら
い
う
て
、
逆
に
マ
グ
ロ
を
出
し
惜
し

み
し
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。
マ
グ
ロ
が

い
ち
ば
ん
た
く
さ
ん
水
銀
持
っ
て
い
る

く
せ
に
、
今
マ
グ
ロ
が
い
ち
ば
ん
高

い
。小

松
そ
う
や
ネ
、
い
ち
ば
ん
高
い
。

な
に
し
ろ
豚
肉
を
山
ほ
ど
輸
入
し
た
ら

豚
肉
が
高
い
。
た
ん
ぼ
Ｓ
Ｆ
作
家
が
悪

い
い
う
て
も
商
社
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い

で
す
よ
。
ア
レ
は
悪
い
ヤ
シ
で
す
よ
。

だ
っ
て
お
百
姓
だ
っ
て
サ
、
土
地
は
高

う
売
れ
る
ワ
、
米
は
高
う
買
う
て
も
ら

え
る
ワ
、
農
協
こ
さ
え
て
サ
、
枇
界
中

の
し
回
っ
て
い
る
よ
。

☆
日
本
の
武
器
、
公
害
兵
器

小
松
本
当
に
困
る
ん
だ
け
ど
ネ
、
ヘ

ン
な
こ
と
に
な
っ
た
ら
Ｓ
Ｆ
作
家
は
全

部
、
全
部
と
い
っ
て
も
一
ダ
ー
ス
し
か

い
底
い
け
ど
ね
、
全
部
血
祭
り
に
あ
げ

や
な
い
か
な
。

小
松
こ
れ
マ
ジ
メ
な
話
や
け
ど
、
ふ

つ
う
の
文
学
書
い
て
い
る
奴
よ
り
Ｓ
Ｆ

書
い
て
い
る
奴
は
、
科
学
と
い
う
も
の

を
よ
く
わ
か
つ
と
る
ネ
。
科
学
が
あ
る

意
味
で
、
い
か
に
デ
タ
ラ
メ
か
と
い
う

こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ

Ｓ
Ｆ
書
い
て
い
る
ん
や
ね
。

逆
に
科
学
を
や
っ
て
い
る
奴
が
時
々

Ｓ
Ｆ
書
く
や
ろ
う
。
そ
れ
が
ち
っ
と
も

お
も
し
ろ
く
な
い
と
い
う
の
は
、
そ
い

つ
ら
は
科
学
が
真
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
信
じ
て
い
る
か
ら
や
れ
。

筒
井
そ
う
で
す
ね
。
僕
の
場
合
科
学

は
全
然
知
ら
ん
け
ど
、
科
学
者
と
い
う

も
の
が
ど
う
い
う
も
の
か
、
イ
ヤ
と
い

う
ほ
ど
知
っ
て
る
か
ら
ね
。
（
笑
）

小
松
自
分
の
お
父
っ
つ
あ
ん
の
こ
と

言
っ
て
る
ん
だ
と
思
う
よ
。
シ
ラ
ネ
エ

ゾ
、
遺
産
相
続
さ
せ
て
や
ら
な
い
っ
て

言
っ
た
っ
て
。
（
笑
）

筒
井
オ
ヤ
ジ
は
可
神
戸
っ
子
Ｌ
は
読

ま
ん
。
（
笑
）

イ
ヤ
、
オ
ヤ
ジ
だ
け
や
な
し
に
ね
、

オ
ヤ
ジ
は
む
し
ろ
犠
牲
者
で
す
よ
。
京

大
の
学
閥
が
ど
ん
な
に
す
ご
い
も
の
か

と
い
う
こ
と
ネ
。

、
、
、
、

☆
ハ
イ
セ
イ
コ
ー
の
踊
り
食
い

１
５４

１
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煮
に
な
ら
ん
だ
ろ
う
か
。

筒
井
そ
う
で
す
ね
、
ア
ミ
ジ
ャ
コ
み

た
い
左
。
そ
れ
か
ら
ク
モ
と
ハ
エ
が
た

の小なばけけすかそノは筒味皮小筒小などカチは筒イな問となんうら
で松るいで。でら結こ食あ井はを松井松ァう人ンに人井うん題こんか映一，れ
し。出す首し出局へいる鶏ひイ左間わな間トてをだだ大画ソる

よ
・イ

レ
ン
ト
。
グ
リ
ー
ン
Ｌ
と
い

が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
あ
れ
な

変
深
刻
な
こ
と
言
っ
て
る
わ
け

が
、
見
る
と
マ
ン
ネ
リ
も
い
い

ね
。
だ
っ
て
ネ
、
Ｓ
Ｆ
で
食
糧

解
決
す
る
た
め
に
人
間
を
食
う

、
十
八
世
紀
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス

の
小
説
か
ら
あ
る
わ
け
よ
。

だ
か
ら
あ
れ
は
ね
、
最
後
に
実

を
食
っ
て
い
た
と
い
う
の
が
オ

っ
て
い
る
わ
け
。
あ
れ
で
は
イ

け
で
ネ
、
今
と
な
っ
て
は
。

を
食
っ
た
ら
、
さ
て
そ
れ
か
ら

る
か
、
そ
れ
が
始
ま
り
に
な
ら

カ
ン
わ
け
で
。

ネ
ズ
ミ
食
う
た
こ
と
、
あ
る
？

ネ
ズ
ミ
は
な
い
で
す
。

お
い
し
い
よ
ア
レ
・
丸
の
ま
ま

ん
む
い
て
揚
げ
る
ん
で
す
よ
、

と
似
た
よ
う
左
感
じ
。

僕
は
台
湾
ハ
ブ
を
食
う
た
こ
と

け
ど
ネ
。
博
物
館
で
可
イ
カ
モ

の
会
Ｌ
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

持
っ
て
き
た
ん
だ
け
ど
。

毒
と
い
う
の
は
ネ
、
キ
バ
の
間

る
だ
け
よ
。
首
チ
ョ
ン
と
落
と

よ
う
、
あ
と
は
ど
う
も
な
い
わ

か
て
塩
水
の
中
に
つ
け
と
く
わ

よ
・
で
、
キ
パ
か
ら
毒
が
い
っ

て
る
塩
水
飲
む
と
胃
の
薬
に
も

で
も
血
液
に
入
っ
た
ら
イ
カ
ン

よ
』
フ
０

小
松
香
港
へ
行
く
と
可
愛
い
女
学
堆

が
生
き
て
る
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
を
食
う
て
る

で
し
ょ
う
。
ポ
リ
ポ
リ
食
べ
た
ら
お
い

筒
井
だ
か
ら
胃
が
荒
れ
て
い
る
人
は

イ
チ
コ
ロ
で
す
よ
。
荒
れ
て
い
る
か
ど

う
か
ワ
カ
ラ
ン
い
う
人
が
飲
む
時
、
コ

レ
お
も
し
ろ
い
。
（
笑
）

小
松
信
州
へ
講
演
旅
行
に
行
っ
た
時

に
、
珍
し
い
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
行

く
先
々
で
山
菜
と
馬
サ
シ
、
馬
の
さ
し

み
は
お
い
し
い
で
す
よ
。
で
可
ハ
イ
セ

イ
コ
ー
を
食
う
会
Ｌ
も
理
由
が
あ
る
と

思
っ
た
。

筒
井
イ
ャ
ァ
あ
れ
は
ウ
マ
ク
な
い
と

思
う
よ
、
ス
ジ
ば
っ
て
。
（
笑
）

小
松
ア
レ
が
ダ
ー
ビ
ー
か
な
ん
か
で

走
っ
て
い
る
最
中
に
、
後
ろ
か
ら
か
ん

て
き
で
火
を
お
こ
し
な
が
ら
ナ
イ
フ
と

フ
ォ
ー
ク
持
っ
て
追
っ
か
け
て
い
っ
た

ら
オ
モ
シ
ロ
イ
と
思
う
ね
。
（
笑
）

競
馬
フ
ァ
ン
が
聞
い
た
ら
顔
色
変
え

る
か
も
し
れ
な
い
。

筒
井
ソ
レ
食
う
た
ら
走
る
の
が
ち
ょ

っ
と
く
ら
い
速
く
な
る
か
も
し
れ
な

い
。小

松
ハ
イ
セ
イ
コ
ー
の
踊
り
食
い
な

ん
て
や
っ
て
み
た
い
れ
。
（
笑
）

筒
井
食
う
ま
で
生
き
と
る
も
の
か
し

ら
、
馬
と
い
う
の
は
。

小
松
パ
ン
ダ
だ
っ
て
い
ず
れ
死
ぬ
わ

ね
。
食
う
た
ら
エ
エ
わ
。

☆
×
×
×
の
毛
が
、
％
ウ
ー
ル

小
松
身
体
の
中
に
デ
キ
モ
ノ
が
で
き

て
、
そ
こ
か
ら
本
当
の
綿
が
出
て
く
る

の
ね
。
分
析
し
た
ら
純
綿
よ
、
一
○
○

％
の
綿
。

僕
は
ア
レ
は
ク
モ
食
っ
た
奴
が
な
る
ん

中
で
モ
ゾ
モ
ゾ
す
る
よ
。

筒
井
ハ
エ
に
し
る
ク
モ
に
し
ろ
、
昆

虫
に
し
て
は
肉
が
た
っ
ぷ
り
あ
る
方
で

し
ょ
う
。

綿
吹
病
と
い
う
の
が
あ
る
け
れ
ど
、

し
い
ん
や
て
。

筒
井
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
は
何
を
食
っ
て
る

の
か
ね
。

小
松
ボ
ウ
フ
ラ
な
ん
か
だ
ろ
う
。
ポ

と
思
う
よ
。
頭
の
毛
が
チ
ン
チ
ラ
で
、

胸
毛
が
銀
ギ
ツ
ネ
、
オ
チ
ン
チ
ン
が
ウ

ー
ル
な
ん
て
い
う
人
間
を
こ
さ
え
た
ら

ソ
ラ
も
う
。
（
笑
）

○
○
％
ウ
ー
ル
な
ん
て
い

こ小
、松

筒
井
毛
穴
か
ら
も
出
る
、
ケ
ガ
し
た

ら
傷
口
か
ら
ワ
ー
ッ
と
吹
き
出
る
。
ア

レ
は
刈
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
に
し
と
っ
た

小
松
だ
っ
て
そ
り
や
あ
、

今
羊
毛
が
値
上
が
り
し
と
る
の

ら
、
布
団
い
ら

ど
。 と

違
う
か
と
思

る
と
思
う
ん
で

ウ
フ
ラ
い
う
の
は
た
く
さ
ん
集
め
て
佃

へ
ん
の
や
る
。

ナ
ン
デ
羊
毛
を
出
す
人
間
が
で
け

足
が
口
の

す
ワ
。

オ
チ
ン
チ
ン
の
毛
が
一

ん
で
エ
エ
と
思
う
け

う
ん
や
け
ど
ね
。

’
5５

う
の
は
い
い
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筒
井
シ
リ
の
穴
の
毛
が
ミ
ン
ク
や
。

小
松
ミ
ン
ク
は
高
い
か
ら
チ
ョ
ッ
ト

し
か
と
れ
ん
な
。
ス
ネ
毛
が
ビ
キ
ュ
ー

ナ
と
か
ナ
。
な
ん
で
こ
れ
が
で
き
ん
の

か
な
。
綿
は
吹
け
る
の
に
ね
。
Ｓ
Ｆ
の

立
場
か
ら
み
れ
ば
、
科
学
な
ん
て
ダ
ラ

シ
の
を
い
も
の
だ
な
。

筒
井
ほ
ん
と
で
す
よ
。
研
究
せ
な
い

か
ん
こ
と
が
い
く
ら
で
も
あ
る
の
に
。

小
松
人
間
を
も
と
に
し
て
ネ
、
マ
グ

ロ
の
山
か
け
か
ら
全
て
で
き
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
が
い
い
ん
だ
よ
。

今
我
々
が
食
べ
て
る
南
京
豆
も
人
間

が
も
と
、
お
か
き
も
人
間
、
ウ
ィ
ス
キ

ー
も
実
は
人
間
で
あ
っ
た
と
、
そ
れ
か

ら
エ
ビ
の
踊
り
食
い
も
人
間
か
ら
作
る

と
か
、
そ
う
な
れ
ば
ス
ゴ
イ
ね
。
お
い

し
そ
う
な
料
理
も
、
た
と
え
ば
吉
兆
と

か
瓢
亭
の
食
い
も
の
も
全
て
人
間
か
ら

で
き
て
い
る
。
こ
り
や
あ
、
い
い
よ
れ
。

筒
井
逆
に
道
徳
倫
理
の
面
で
は
ネ
、

人
間
を
食
う
た
ら
い
か
ん
と
、
最
後
ま

で
固
執
し
て
い
る
バ
カ
な
男
が
お
っ
て

ね
、
少
数
派
で
。

小
松
こ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
う
る
と

思
う
ん
だ
、
人
間
ア
レ
ル
ギ
ー
と
い
う

の
は
い
る
と
思
う
よ
、
僕
の
友
人
で
鶏

ア
レ
ル
ギ
ー
の
ひ
ど
い
の
が
い
る
ん

だ
。
そ
い
つ
は
鶏
屋
が
あ
る
と
ネ
、
た
と

え
ば
向
こ
う
の
角
を
曲
が
る
と
少
し
行

っ
た
と
こ
ろ
に
鶏
屋
が
あ
っ
て
も
足
が

す
く
ん
じ
ゃ
う
、
ジ
ン
マ
シ
ン
が
出
て
。

筒
井
魚
が
嫌
い
だ
と
い
う
人
は
多
い

け
れ
ど
、
ま
す
ま
す
増
え
る
だ
ろ
う
ね
。

筒
井
そ
れ
は
ネ
、
自
分
が
愛
情
を
持

っ
て
い
る
も
の
、
自
分
の
家
の
飼
い
猫

と
か
飼
い
犬
と
か
は
ネ
、
ち
ょ
っ
と
食

う
気
に
な
れ
ん
で
し
ょ
う
。
何
か
精
神

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
と

ね
。
だ
か
ら
鶏
を
嫌
い
や
と
い
う
人
は
、

逆
に
鶏
を
非
常
に
愛
し
と
る
人
と
か

ね
。
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
鶏
姦
と
か
ネ
、
そ

う
い
う
こ
と
を
し
と
る
人
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ョ
。
（
笑
）

小
松
鶏
姦
の
味
を
覚
え
た
の
が
友
人
．

に
い
て
漁
。
コ
レ
も
う
ほ
ん
と
に
野
蛮

な
話
で
ネ
、
中
学
四
年
く
ら
い
の
時
に

サ
。筒

井
ア
レ
は
エ
ー
ら
し
い
な
。

小
松
い
い
ん
だ
、
シ
マ
ル
ん
だ
。

そ
れ
が
ね
、
そ
こ
ら
へ
ん
に
い
た
奴

を
つ
か
ま
え
て
き
て
ね
、
牝
鶏
を
サ
。

鶏
姦
や
っ
た
ら
、
そ
れ
が
ち
ょ
う
ど
卵

生
む
と
こ
ろ
だ
っ
た
ん
だ
な
。
俺
は
い

ま
だ
に
信
じ
ら
れ
ん
の
だ
が
、
ギ
ャ
ッ

と
い
う
声
を
聞
い
て
行
っ
て
み
た
ん

だ
。
焼
け
跡
の
バ
ラ
ッ
ク
で
、
神
戸
の

六
甲
だ
け
ど
。

奴
が
抜
き
出
す
ん
だ
よ
ネ
、
す
る
と

黄
味
と
血
が
混
じ
っ
て
ネ
。

筒
井
ズ
タ
ズ
タ
？

鶏
は
毛
を
む
し
っ
た
鳥
肌
の
た
っ
た
ア

レ
が
嫌
だ
と
い
う
人
が
い
る
け
ど
ね
。

小
松
で
も
食
っ
た
ら
ウ
マ
イ
で
し
よ

』
フ
。

☆
可
愛
さ
余
っ
て
憎
さ

へ
七
月
二
日
ホ
テ
ル
・
プ
ラ
ザ
に
て
〉

小
松
鶏
は
気
息
奄
奄
な
ん
だ
。
ど
う

し
て
あ
ん
な
に
硬
い
卵
を
ペ
ー
ー
ス
で
突

き
破
れ
た
か
と
思
っ
て
、
い
ま
だ
に
不

思
議
な
ん
だ
。
ペ
ニ
ス
が
血
に
ま
み
れ

卵
の
穀
が
さ
さ
っ
て
い
る
ん
だ
。

筒
井
鶏
は
虹
門
と
同
じ
だ
っ
た
か

な
。
な
ら
牡
鶏
で
も
や
れ
る
わ
け
だ

ね
。小

松
ペ
ニ
ス
で
卵
の
殻
が
突
き
破
れ

る
か
ど
う
か
、
エ
ラ
イ
も
ん
だ
よ
。

筒
井
し
か
し
腹
の
中
に
あ
る
時
は
わ

り
と
柔
か
い
ん
と
違
い
ま
す
か
。
出
て

硬
く
な
る
の
と
違
う
か
し
ら
。

小
松
そ
う
だ
ろ
う
か
。
さ
さ
っ
て
い

る
の
を
見
る
と
、
や
っ
ぱ
り
卵
の
白
い

穀
な
ん
や
け
ど
ね
。

筒
井
そ
ら
ズ
タ
ズ
タ
で
す
よ
。

あ
の
ね
、
や
っ
と
い
て
首
チ
ョ
ン
切

る
と
シ
マ
ル
言
い
ま
す
ネ
。
ア
レ
ね
、

新
聞
で
あ
り
ま
し
た
よ
、
鶏
姦
で
抜
け

な
く
左
っ
た
奴
が
。

小
松
死
ぬ
時
に
シ
マ
ル
っ
て
ん
で

さ
、
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
が
ネ
、
鶏
姦

し
な
が
ら
、
い
よ
い
よ
こ
ち
ら
が
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
す
る
っ
て
時
に
、
鶏

の
首
を
ダ
ン
ス
の
引
出
し
に
ガ
ッ
と
閉

め
た
と
い
う
話
が
あ
る
。

筒
井
し
か
し
そ
の
場
合
抜
け
な
く
な

り
ま
す
ね
。
自
分
も
ヤ
バ
イ
か
ら
ね
。

股
ぐ
ら
に
鶏
を
ぶ
ら
下
げ
て
歩
く
、
朝

寝
て
い
る
時
に
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
な
ん

て
、
眠
っ
て
ら
れ
な
い
よ
。
（
爆
笑
）

’
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5７

☆六甲のふもとに、スペイン風のＴｅａ
＆ＳｎａＣｋドン・ファン＞を、７月３０
日より恵一子の唐としてオープン . ／偽
はコーヒーとカレー、夜はドリンクの

気軽な席で‘す。ぜひお立寄り下さい。
花柳芳恵一子

神戸市灘区山川町3丁Ｈ１番1５（阪急六1 1 1北へ１００米）
六I f l アトリエハウス地下１ＦＴｅ1 ．８２１－６４２６

ｸ 1 インペル●風のようなショコラ

Q 関互、ｐ鋤
やさしい風の香りがするフランス風焼菓子
くクレープ。＞にチョコレートの名門一
ゴンチャロフがその自慢の味わいをそっと
はさんだシックて簿オシャレなお菓圭子です。神戸
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刀剣古美術

蕊

加藤出羽守泰祉公六万石伊予大洲城主
常陸住早乙女四代家貞作( 元和頃）

鑑 定、買入
研白鞘桁御承処
神戸市生田区元町通６丁目2 5 番地

雑え1 ﾘ 臭妬
〒6 5 0 T E L O 7 8 - 3 5 1 - O O 8 1

夏から
秋のモード ｡ ●■●■●

ヘヤーデザイン／畑尾宇多子

蕊美容室エリザベス
本店三宮神社山側三上ビル２ＦＴＥＬ３３１－８８９４．４９１７
芦屋支店芦屋市阪神芦屋駅前ＴＥＬＯ７９７－２２－４０６７
西宮店西宮市阪急西宮マンション北館l F T E L O 7 9 8 - 6 7 - l 2 9 4

お貸衣裳花嫁衣裳ｻロン
畑尾芙久予の店生1 m 神社前ＴＥＬ３３１－３２５８義容担噺( 蝋京初代逗藤波祁子戒流）
専属結縦式場生､ 神吐・ｵ ﾘ ｴ ﾝ ﾀ ﾙ ﾎ ﾃ ﾙ ･ 阪急六叩山ホテル･ 岱吉学回･ 蘇州回他
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